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デジタル源氏物語

「デジタル源氏物語」の構築と展開



デジタル源氏物語

• 画像とテキストを一緒にみる

（東大本・九大本二種・湖月抄・『校異』画像・『校異』テキスト・

青空文庫与謝野晶子訳）

• 頁数で探す

（校異源氏物語・新編日本古典文学全集）







東京大学総合図書館所蔵『源氏物語』

• 室町末期頃写本五十四冊青洲文庫（渡邊信（号青洲、1840～
1911）旧蔵）（請求記号A00-6587、旧請求記号E23-48、登記番
号B7874）

• 青洲文庫は甲州市川大門の素封家渡邊信が設けた文庫で、壽
（1803～1875）・信・澤次郎（1870～1941）の3代にわたって蒐
められたコレクションを、関東大震災で蔵書の大半を失った東京
帝国大学が大正13（1924）年7月14日に購入。約3万冊。

• 大半の巻は青表紙本系の本文だが、河内本系や別本の巻を含
む混態本。令和元年6月3日、画像データベース公開（2018年度
東京大学デジタルアーカイブズ構築事業、https://iiif.dl.itc.u-

tokyo.ac.jp/repo/s/genji/page/home）

• 拙稿「龍眼木・水衝石・蘭」『むらさき』第56輯、2019年12月。







「裏源氏」の試み IIIF画像の積極的活用

• 東大本の画像公開（全巻公開中、正規版、表源氏）という基本
的役割に加え、他機関の公開画像（現時点では九州大学附
属図書館・国文学研究資料館）の画像、『校異源氏物語』（後
に『源氏物語大成』校異篇）のテキストデータ、同書および
JapanKnowledge 所収『新編日本古典文学全集』の画像、頁
数による検索機能、与謝野晶子訳（青空文庫）、テキストと現
代語訳の対応箇所ハイライト機能を収載。『源氏物語』の新た
な本文研究プラットフォームの構築を目指す。

• パイロット版として、令和元年11月29日に「デジタル源氏物語
Ver.KIRITSUBO源氏物語本文研究プラットフォームを目指し
て」を公開した。その後、令和2年5月1日に「Ver.OTOME」に、
9月3日に「Ver.YUMENOUKIHASHI」にアップデートされた。

• 東京大学学術資源アーカイブ化推進室主催セミナー「東京大
学デジタル万華鏡」（2019年11月29日）で報告。







デジタル源氏物語

既存の公開データを活用
して繋ぐことで、効能をより大
きく。







索引と底本 横断検索のために

• 『源氏物語大成』索引篇→『校異源氏物語』、『大成』校異篇

• 日本古典文学大系索引→日本古典文学大系

• 『源氏物語語彙用例総索引』→『大成』校異篇、日本古典文学

大系、日本古典文学全集

• 『源氏物語索引』→新日本古典文学大系

• JapanKnowledge→新編日本古典文学全集

• 共通ナンバーとしての大成（校異）番号 本文研究の基礎

→『源氏物語 全』、『保坂本源氏物語 影印』（浮舟巻は東大本）、

九州大学本画像データベース、岩波文庫

• 新編日本古典文学全集の頁番号（現時点では東大本のみに付与）

→JapanKnowledgeとのリンクによりWeb上で検索・閲覧。













花散里巻 『校異』387頁
青表紙本「おぼしならるゝに」
河内本「思ひめぐらしたまふに」







宿木巻（東大本） 『校異』1757頁

• 夜もふけぬれはたゆめてひきいり給ぬことはりなく

思ひしつめんかたなく返々人わろくくちおしなにかひた

ふるにさまあしき心はたかためもあひなく思ひかへし

てかへり給ひぬかくのみおもふはくるしくもあるへき

かないかてかおほかたの世のもときあるましくさすかに

• 「かくのみ思ひて（おもふ）は」後の「いかゝすへからむ」

―保坂本（別本）ナシ…東大本と共通

• 『校異』（『大成』）所収の諸本と一致しない独自異文を蒐集しや

すい環境作り。

• 頁番号付けの作業における発見。

→利用時だけでなく構築段階での新たな知見。



新しい本文研究プラットフォームを目指して

• 活字による校本では書入等は表現しにくい。→画像で確認。

• 『校異』には各系統の「善本」を収録。『校異』未収録の伝本につ
いても画像を追加し、『校異』を補完。頁番号の検索機能。

• ネットワーク上で伝本の「群」を考察するためのサポートとして、
個別の写本・版本の公開画像を一画面で繋ぐ。比較・校異の機
能。東大本のような混態本の「群」を研究する重要性。「どう混ざ
りがちなのか」の視点。

• 享受史研究、および近世・近代文学研究において、「当時の『源
氏物語』」を簡便に参照できるツール。（例：『湖月抄』）

• 今後も追記可能な、開かれた成長型デジタル『源氏物語』校本へ。
既存の研究ツールも活用、連携。

• 図書館・情報学・文学の協働による構築・展開。


